
 

 

 

 

◆会長挨拶  渡邊 正義  会長 

 

皆様こんにちは、今週の月曜日に大笹生の「道の駅ふくしま」

に防災テントの寄贈に行ってまいりました。社会奉仕委員長は

じめ 12 人が出席し、贈呈式には木幡市長が見えられ、感謝状

を頂きました。広いですねやはり大笹生というところは場所が

いいですね。福島と米沢の交流が増々盛んになり大笹生地区も

発展するのではないでしょうか。同じ日福島しんたつロータリ

ーの１０周年の周年記念があり出席してまいりました。今日は

会員増強の話をちょっとしたいと思います。ここからは前回と

同様にロータリーの基礎知識の本から抜粋してお話をします。

会員増強には三つの要素があるといわれています、新会員勧誘、

現会員の維持、新クラブの結成です。 

 

入会の促進 

新会員は、新鮮なアイデアや活力をもたらし、奉仕活動の更なる担い手となると共に、将来のリ

ーダーとなる可能性もあります。これらはいずれも、クラブの長期的成功に欠かせないものです。 

ロータリークラブ入会の理由のうち上位二つは、「新しい人との出会い」と「地域社会への参加」

です。クラブはどのようにして、クラブやロータリーの魅力を入会候補者に伝えることが出来るで

しょうか。入会を促進するための新しいアイデアを検討し思い切って試してみましょう。ソーシャ

ルメディア、ダイレクトマーケティング、地元の報道機関を通じて、クラブの活動を多くの人に紹

介する。クラブに会員がいない年齢層や性別(女性会員を増やす)、又は職業の人を対象にして入会

を即す。入会候補者を行事や奉仕活動に招待する。これらは第１回のオープン例会で実証済みです、

来年 2月高橋増強委員長を中心に第 2回のオープン例会を計画しているところです。 

当クラブは 60 代 70 代中心のロートルクラブです、ここらで本気になって 40代、50 代の若い世代

の入会を促進しなければクラブの活性化は望めません、皆さんで真剣に考えましょう。 

第 16回例会 

2022.11.30 

会員 67名中 44名出席 出席率 65.67％ 
修正  55 名出席 出席率 82.09％ 

メイクアップ 11名 



 

 

 

 

◆ゲストスピーチ 地区ロータリー財団委員会    田久 昌次郎  委員長  

 「ロータリーの原点を一緒に考えてみよう」をテーマにお話を頂きました。 

ロータリアンはロータリークラブに入会することによって職業奉仕を学んでいきます。 

それは有形、無形の個人の財産になっていくわけですが、ロータリークラブはその職業奉仕の思想

を通じて、メンバーが地域社会にいろいろなサービスを還元する。その地域社会はクラブにそれを

かえすのではなくメンバー一人一人に名誉やステータス感を与えていくという構図が成り立って

いるのではないかと思います。 

 この寄付活動を推進する立場として危惧することは、現下のマスコミ、政治の流れの中で、特定

の宗教団体に影響により寄付文化への反発が起きていることです。ロータリアンは、地域社会に対

する奉仕活動を通じて、民主的で健全な寄付文化の称揚を勧める立場を守って行きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

◆防災テント贈呈式  社会奉仕委員会    小坂 和也 委員長 

 

11/28 15：00 道の駅ふくしまに於いて 

渡邊会長から木幡福島市長へ防災テントの贈呈を

行いました。 

 

 

 

 

 

 


